
第 9 回周術期危機管理セミナー 

（深部静脈血栓症周術期危機管理編）を開催して 

          
 大阪医科大学麻酔科学教室助教・教育主任 駒澤伸泰 

               （医療技能シミュレーション室副室長） 
           大阪医科大学麻酔科学教室准教授 澤井俊幸 

 
大阪医科大学附属病院で麻酔科医、手術部看護師が参加した深部静脈血栓症対

策に対する周術期管理チームトレーニングセミナーを実施しましたので紹介し

ます。 

 
セミナーは 2017 年 3 月 4 日に「第 9 回周術期危機管理セミナー」として大阪医

科大学附属病院中央手術室にて開催しました。北摂総合病院、第一東和会病院、

市立ひらかた病院、松下記念病院、高槻赤十字病院の看護師と田中源重院長代

行、西原功手術センター長、辻井英治麻酔科部長、三根大乗麻酔科主任部長も

参加されました。コーディネーターは駒澤と澤井俊幸准教授が勤めました。麻

酔科医 9 名、研修医 1 名、手術室看護師 37 名の合計 47 名が参加しました。 

 
コース内容は、事前学習資料を受講生に 1 ヵ月前に私、質問をいただき、それ

に澤井先生と中央手術室看護師灘本武教育担当主任が解答する形式で行いまし

た。その後、各病院ごとの深部静脈血栓症対策に関することや、医療技能シミ

ュレーション室で下肢のシミュレーターや間欠的下肢圧迫装置を用いて実習を

行いました。 

 
コース終了後にもアンケートを行い「個人が注意すべきこと」と「システムと

して改善すべきこと」を提示してもらい、共通の改善課題を抽出しました。 
 

今後も、多職種・多病院・多診療科で参加・討議し、周術期医療安全を向上さ

せるこのセミナーを継続開催していきたいと思います。 

 

 

 

 

 



第 9 回周術期危機管理セミナー案内 

 
時間割 

 

 

開催風景 



 

澤井俊幸による挨拶 

 

澤井俊幸准教授による深部静脈血栓症の講義 

 
森本賢治先生による肺塞栓症例経験の報告 

 
 



中央手術室灘本武教育担当主任による深部静脈血栓症に対する当院対応の講義 

 

澤井准教授、灘本教育主任による事前 Q＆A 解説 

 

参加者は教育病院群 6 病院で併せて 47 名 

 



麻酔科医、手術室看護師合同のスモールグループディスカッション 

 

 

 

 



シミュレーターを用いた弾性ストッキング装着実習 

 

 



間欠的下肢圧迫装置体験 

 
総合討論 

 

 

 



灘本武手術室看護師教育担当主任、西原功北摂総合病院手術センター部長によ

る総括 

 

 

全体集合写真 

 



 

受講後アンケート（個人およびシステム改善点） 

 


